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他都市の自転車利用環境改善に向けた取組事例（ソフト） 

 

 

１ マナー向上、ルール認識のための啓発活動 

 

（１）堺自転車のまちづくり・市民の会の「さかい自転車デー」（大阪府堺市） 

   毎月 20日に、ルールやマナーの呼びかけ、手作りクイズの実施、自転車整備士による自転車無料点検など、マ

ナーアップと安全のためのキャンペーンを行っています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）「自転車マナーアップ呼びかけ隊」の啓発活動（神奈川県川崎市） 

川崎区内の町内会中心のボランティアが、自転車の 

交通事故防止と安全利用の推進を図ることを目的に、 

「自転車マナーアップ呼びかけ隊」を結成し、自転 

車運転者に対して、警察や自治体に頼らず、自主的 

に、地域で交通ルールやマナー向上を呼びかける啓 

発活動を、平成 19年10月１日から平成 19年11月 

30日まで行いました。 

 

 

 

２ 比較的安全に走行できる自転車走行推奨ルートの作成 

 

 （１）盛岡自転車会議の「自転車マップ」作成（岩手県盛岡市） 

ボランティア団体の盛岡自転車 

会議が、自転車利用のきっかけ 

づくり、安全に走れる道路づく 

り、自転車が似合うまちづくり 

を目的に、意外に知らない名所、 

普段車で通り過ぎて見逃してい 

る道、風情のある道、通勤など 

にお薦めの道、また逆に危険な 

道などを、地図に明示し、Web 

で公開しています。 

 

 

 

 

 

キャンペーンの様子 自転車無料点検 

緑 自転車歩行者専用道 

青 走行幅 約100cmあり安全といえる 

黄 走行幅 約80～100cm未満 

橙 走行幅はない、ただし歩道を走行できる 

赤 走行幅がなく、危険である 



３ 車の免許に当たるパスポートの発行 

 

 （１）荒川区自転車運転免許制度推進協議会の「自転車運転免許制度」の推進（東京都荒川区） 

この制度は、区を始め区内の警察署、町会、 

ＰＴＡ、青少年対策地区委員会等らが協力 

して実施するもので、講義、筆記試験、実 

技講習を経て、自転車運転免許証を発行す 

る全国で初めての制度で、平成 14年 7月 

25日から実施しています。  

安全な自転車の乗り方や交通ルール、自転 

車マナーについて学び、自転車事故を防止 

し、社会ルールを守る地域社会を実現する 

ことを目的としています。 

この制度を推進するため、区内の警察署や 

町会連合会、ＰＴＡ連合会、交通安全協会 

などによる「荒川区自転車運転免許証制度 

推進協議会」を設立しました。  

 

 

４ 自転車の楽しさを理解してもらうためのイベント活動 

 

（１）ＮＰＯ自転車活用推進研究会の「エコサイクル・マイレージ」（東京都杉並区） 

                            自転車による環境・健康への貢献を実感してもらうた 

め、トリップメーターを装着（自費購入）した自転車 

で走った距離と時間をエコサイクル・マイレージの 

Webサイトに書き込むことで、自動車と比べてどれだ 

け CO2を削減できたかや、どれだけカロリーを消費し 

たかを、楽しみながら知ることができるサイトを運営 

しています。 

Webを利用して参加するため、所在地にかかわらず参 

加できます。 

 

 

 

 （２）大分市都市交通対策課の「自転車ヘルメットデザインコーナー」（大分県大分市） 

大分市役所では、交通安全フェアの催し物として「自転車ヘルメットデザインコーナー」を開き、県立芸術文化

短期大学生の協力を得て、参加者の皆さんに自転車用ヘルメットをデザイン・製作してもらうなど、自転車利用

の楽しさつながるようなイベントを開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

免許証の見本（表） 

免許証の見本（裏） 

トリップメーターを取り付けた自転車 

短期大学生から指導をうけてヘルメットをデザインする参加者 ヘルメットデザインコーナーの様子 



５ 自転車利用者に対するメリットの付加 

 

（１）上毛電気鉄道のサイクルトレイン（群馬県前橋市） 

上毛電気鉄道では、電車内に自転車を持ち込むことがで 

きます。自宅から駅まで、駅から目的地へ同じ自転車で 

移動できることで、行動範囲が広がり、また自転車を２ 

台用意する必要がないなどの利点があります。 

なお、自転車の車内への持ち込み料は無料ですが、乗客 

が多い時は持ち込みできない場合があります。 

また、中央前橋駅・大胡駅・赤城駅・西桐生駅では、無 

料のレンタサイクルがあります。 

 

 

 

 

 

 （２）自転車利用を促進するサービス（秋田県秋田市） 

    秋田駅西口の大型店が共同で、まちなかの買い物をさらに便利にお楽しみいただくため、自転車利用を促進する

サービスを８月１日から行っています。 

 

○ 取組団体 

  ・イトーヨーカドー秋田店  ・秋田西武  ・秋田フォーラス  ・トピコ  ・アルス 

 

○ 取組内容 

 駐輪券対象金額の引き下げ 

 

 

 

  

 

 

【利用できる自転車駐車場】 

秋田市公営駐車場自転車・バイク駐車場、秋田駅西地下自転車駐車場、 

秋田駅東自転車等駐車場、アトリオン広場地下自転車駐車場 

 

６ 秋田市独自の自転車ブランドを立ち上げ、市民の意識改革 

 

（１）有限会社  京都サイクリングツアープロジェクトの独自ブランド自転車販売（京都府京都市） 

サイクリングツアー、レンタサイクル、 

自転車販売、自転車関連雑貨販売などを 

手がける、(有)京都サイクリングツアー 

プロジェクトでは、メカの部分に改良を 

加えたほか、デザインに京都らしさを少 

し加えたオリジナルの自転車を作成、販 

売しています。 

 

 

 

 

 

７月 31日(木)まで 

➣ 税込 2,000円以上のお買い物で 

駐輪券１枚サービス 

８月１日(金)より 

➣ 税込1,000円以上のお買い物で 

駐輪券１枚サービス 

京都らしさがちりばめられたオリジナル自転車 

自転車が持ち込まれた車内の様子 



７ 道路の時間差利用 

 

（１）時間を指定した自転車レーンの設置「岡山駅東口地区」（岡山県岡山市） 

一方通行の２車線の道路において、第一車線を午前７～９時の間、自転車専用通行帯として交通規制しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


